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3今後の検討内容について（案）

➢ 本検討会は、令和４年度中に一定の結論を得ることを想定。

➢ 第５回以降については、これまでの調査結果等をもとに、さらに次の内容について検討を行うのはどうか。
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○大きな議論
-日本のマーケットや日本企業の国際競争力をどう考えるか（現状、将来）

○現状分析
-日本市場の現状（開放性／閉鎖性）
-外国から持ち込まれる無線機器等による電波障害

○ヒアリング
-国内の中小・ベンチャー企業
-海外の製造事業者

（-最新の通信業界事情に精通している専門家）

○諸外国の制度調査や他分野の同等性確保手法調査を踏まえた検討
-我が国でも採用を検討すべき諸外国の取組はあるか
-無線機器認証分野への採用を検討すべき他分野の好取組はあるか

○本検討会を踏まえたアウトプットの在り方
-登録証明機関向けガイドライン
-製造事業者向けベストプラクティス
-欧米認証機関向けの情報共有

○その他
（- 2.4GHz帯小電力データ通信システムの技術的条件）


